



































































































































卷 （淸 洪自誠 撰 淸道光十三年 刊
本 在茲堂藏板 ４册）という書籍が蔵され
ており、恐らく同種のものであろうと推測さ
れる。（筆者は未見）この東洋文庫本の書誌
事項によると、著者は洪自誠とされている
が、この洪自誠こそは『仙佛奇踪』の著者で
もあり、また『消揺墟経』の撰者とも目され
ている人物である。（洪自誠と『仙佛奇踪』ら
との関係については筆者の次の論文を参照さ
れたい。（『文藝論叢』第５９号「『列仙全伝』研
究（一）」）東洋文庫以外にも同種の書籍が所
蔵されている可能性も否定できないが、『列
仙伝』というあまりにもポピュラーな書名で
あるため、目録類からだけでは判別できない
例も多い。
この『道光列仙伝』は、その内容に関して
はさほど注目すべき点は見られないが、収載
されている稚拙で「俗悪」な絵像には、図像
学的見地から大いに興味が持たれる。
（3） 大谷大学図書館・博物館報（第２３号）
